










から、シンガポール（2012 年 12 月 19 日）、ミャ
ンマー（13 年 3 月 1 日）、東ティモール（同年
































































































ても 2008 年 5 月にはミャンマー南部をサイク
ロンが襲いました。



































































領、インドネシア占領、そして、2002 年 5 月
の独立国家誕生といった具合に「苦難」の歩み
を経て今日に至っているものと思われます。




































を経験したことである。3 人ないし 4 人ぐらい
が私を取り囲み、笑いながら次々に入れ替わり
ながらどんどん写真を撮ろうとする。それも両
隣の若者が私の両腕にしがみつくようにして
････。
当初はそれほど冒頭のスピーチに感動してく
れたのかなと勝手に勘違いしていたのだが、
その原因は被写体の魅力ではなく、プレゼント
として送られた東ティモールの伝統織物にあっ
た。それを私が首に掛けたので彼ら彼女らはそ
れを中心に記念写真を撮りたがったのだ、と今
となっては推測している。
それにしてもあの 10 数分のひとときは至福
の時であった。それは男女にかかわらず、人と
人との距離感など無視した、心からの笑顔と喜
びの満ちた一瞬のふれあい、その意味でまさに
多文化共生空間であった。
国際交流と一口にいっても、その実践が生
易しいものではないとは分かっているつもり
だ。国際交流は観念ではなく実践なのである。
それも地を這うような。
とくにミャンマーや東ティモールの若者たち
が置かれた状況の「苦難」は、日本や先進国の
若者のそれとは次元の違うものであろう。しか
し、国家であろうと政府であろうと、そして社
会であろうと、それらは個の人間の集まりから
なる。個の力が組織の力となって、それがさら
にネットワークを形成し、国や政府さらには国
際組織の力につながっていくのである。
彼ら彼女らはこれから数々の成功にも失敗に
も直面するであろう。自分には書くという行為
を通じてエールを送ることしかできないが、シ
ンガポール、ミャンマー、東ティモールの若者
たちと直にふれあえたこの経験を忘れることは
決してないと思う。
